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平成30年度仙北市立角館小学校 校長室だより 美しく咲け 夢に向かって ～ なかよく かしこく たくましく ～

●あいさつ●あんぜん
●あい読書●あとしまつ
＋ 「何かできらり」

美しく正しいことば

Ｈ30年６月２６日（火）発行

今年度も６月２１日にJFA日本サッカー協会が主催し、仙北市教育
委員会が実施している「夢の教室」が、午前と午後に５年生２クラス
でそれぞれで開催されました。
今年の夢の先生は、西武ライオンズで12年間投手として活躍し、２

０１６年シーズン終了後に引退した元プロ野球選手岡本篤志さんで
す。子供たちとゲームを楽しんで打ち解けあった後、今度は教室で、
小学校から始めた野球のこと、コーチとの出会い、地元の有力校で
ある海星高校のエースとして甲子園出場を果たすまでのこと、プロ
野球に入ってからの日々について、熱の入った授業をしていただき
ました。
《岡本先生の授業語録から》
□小学2年生で兄が野球をやっていたがサッカーを始める。小学3年
生で野球に転向し、大阪生まれの自分は地元の甲子園に行くことが

夢だった。
□小学5年生で三重県に転校し、住んでいたところに野球のチームが
なかった。毎日壁当ての練習をしていた時に偶然声をかけてくれた近
所のおじさんがいた。そのおじさんは実は野球のコーチをしていた人
でその人との出会いがなかったら野球を続けていなかった。
□地元の中学校で野球を続け、いよいよ高校生にな って、三重県で
一番野球が強い高校へ入ろうと思った。しかし、通学に2時間、下宿をし
なければならず親に猛反対された。土下座してお願いし、親を甲子園
に必ず連れて行くことを約束に海星高校への入学を許してくれた。

□親との約束を守り、親に恩返ししようと決心したものの、真剣さが
足りず、練習に身が入らないこともあった。甲子園に行くという夢をか
なえるには、練習に向かう真剣さが大切。2時間の練習時間でそれど
う使うか、真剣さや心構えで練習で身につくことも大きく変わってし
まう。
□高校2年の夏、高校3年生の春に甲子園に行くことができた。高校3
年生の春は、全国でベスト８に入る成績だった。しかし、高校3年生の最
後の夏の甲子園では、県大会決勝でサヨナラ負けで甲子園に行けな
かった。
□最終回まで３対０で勝っていて、油断があった。エースとして負けて
しまい、一時期野球をやめようか迷った時期もあった。野球を続けてこ
られたのは、仲間が支えてくれたおかげだ。プロ野球からの誘いもあ
ったが、明治大学に入り、野球を続けた。大学で野球をやって、初めて
「プロ野球」で活躍したいという夢ができた。親へ恩返しをしたいとい

う想いもあった。
□西武ライオンズに、ドラフト６位
で指名され、プロ野球の夢がかな
った。プロに入ることが夢だった
ので、２軍でも満足していたが、
「恩返し」「親への感謝」「どうせ
やるなら一生懸命」という想い
で、一軍でも活躍することができ
た。
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６月１５日（金）夕方５時３０分から、ＰＴＡ環境部による花苗植えを行いました。部員みなさんと学校担当で短
時間ではありましたが、プランターにサルビアを植えていただきました。プランターは、玄関前において、今後
は児童会の環境委員会が引き継いで水やりなどの世話をしていきます。また、１２日（火）は、秋田県南地域人
権啓発活動ネットワーク協議会が実施する「人権の花運動」の花苗植栽が、今年度も本校で行われました。あ
いにくの小雨の中での植栽作業となりましたが、二人の人権擁護委員の方々にもおいでいただき、４年生と５
年生がプランターにサルビアを植えました。心の中にも人権の花を咲かせられるようこちらも大切に育てて
いきます。今年は、校門から玄関にかけておよそ１００個の真っ赤なサルビアの花のプランターが並んで子供
たちを出迎えます。

6月２５日（月）に6年生が社会科の学習の一環として、旧石黒（恵）家で裏
千家Ｏ．先生を講師として、茶の湯を体験してきました。茶の湯の歴史や作法
を学び、緊張した面持ちで正式な作法にのっとってお茶とお菓子を実際に
いただきました。この活動は、Ｏ．先生をはじめ一門の方々、市教育委員会文
化財課の協力をいただき毎年実施しているもので、室町文化、日本の文化
を代表する茶の湯を体験する貴重な機会になっています。正座をする機会
が少ない子供たちは、足をしびれさせながらも、作法にしたがってつかの間
の茶の湯の世界に浸っていました。

保健委員会が企画・準備し、梅雨時の保健衛生などについて考える
集会が、寸劇やクイズを交えて楽しく開催されました。
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